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令和３年３月定例会の開催予定
クローバーＴＶ放映日時（チャンネル１２１）

３月１６日（火）午前１０時～·午後７時～

３月１７日（水）午前１０時～·午後７時～
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◯本会議は午前９時３０分から開催します。
○常任委員会は午前９時から開催します。
◯日程は変更になる場合もありますのでご了承ください。
◯詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

３月  ４日（木）　　本会議（招集日）議案上程 

３月  ９日（火）　　本会議（第２日）一般質問 

３月１０日（水）　　本会議（第３日）一般質問 

３月１５日（月）　　本会議（第４日）議案質疑 

３月１７日（水）　　総務文教委員会 

３月１８日（木）　　建設福祉委員会 

３月２４日（水）　　本会議（最終日）討論・表決 

Q　いつ頃の人？
Ａ　江戸時代(１７７６～１８５２)に活躍した文化
人・地理学者です。
Q　どんな人？
Ａ　家業の農業・酒造業を営み、余暇を利用し
学問に精励した。１８００年に処女作「二世契約
啌鉄砲」を発表。代表的な著作として、「尾張地
名考」があります。
Q　代表作「尾張地名考」の概要は？
Ａ　江戸時代には、村名を付けることになりま
した。名称の由来を可能な限り現地調査し、作
品を完成するまでには長い年月をかけた著作
です。
Q　佐織公民館がある諏訪(村)町の由来は？
Ａ　諏訪という地名は神様（諏訪大社）か、か
つてあった大池を「須和」と呼んだことに由来
するかは定かではないが、昔、佐織庁舎あたり
に池があり、地名が「池埋」となっています。

Q　その他の活躍・功績は？
Ａ　５８歳にして、３日間で根高村から妻籠宿ま
で１００キロの道のりを歩き鎗ヶ岳を登頂しまし
た。その記録を「天保鎗ヶ嶽日記」として出版し
ました。この時代、登山は宗教活動によるもの
でしたが、今日でいうスポーツ登山の魁ともい
われています。

◯晩年は、津島街道の路傍に茶席六合庵を設け
て、往来する人々
に湯茶を提供して
いました。現在、街
道沿いに彼の宅址
の碑や釜地蔵寺
(根高町古堤己新
田)には墓碑が残っ
ています。

第20回取材しました！
　

愛西市の偉人②
「尾張地名考」を著作
津田正生（根高町）
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